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【
日
時
】
平
成
二
五
年
一
一
月
一
日(

金)

【
場
所
】
文
書
館

研
修
室

【
演
題
】
史
料
か
ら
読
み
解
く
「
中
山
道
」

～
上
州
七
宿
を
中
心
に
～

【
講
師
】
岡
田
昭
二
（
文
書
館
長
）

江
戸
時
代
、
五
街
道
の
一
つ
の
中
山
道
は
東

海
道
と
並
ん
で
江
戸
と
京
・
大
坂
を
結
ぶ
最
も

重
要
な
幹
線
で
、
全
六
七
宿
の
う
ち
上
州
に
は

江
戸
か
ら
一
一
番
目
の
新
町
宿
か
ら
坂
本
宿
ま

で
の
七
宿
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
上
武
国

境
の
神
流
川
か
ら
上
信
国
境
の
碓
氷
峠
ま
で
の

道
筋
、
村
々
、
馬
次
、
河
川
な
ど
の
景
観
に
つ

い
て
は
「
元
禄
上
野
国
絵
図
」
（
当
館
蔵
）
や

「
大
日
本
五
道
中
図
屏
風
」
（
三
井
文
庫
蔵
）

等
の
絵
図
・
道
中
絵
巻
か
ら
当
時
の
様
子
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
五
街
道
を
中
心
と
す
る
幕
府
の
交
通
政

策
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
直
後
の
慶
長
六
年
（
一

六
〇
一
）
正
月
、
徳
川
家
康
が
東
海
道
の
各
宿

場
に
発
し
た
「
伝
馬
掟
朱
印
状
」
を
機
に
宿
駅

・
伝
馬
制
度
が
徐
々
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
の
大
坂
夏
の

陣
に
よ
る
豊
臣
氏
の
滅
亡
や
寛
永
一
二
年
（
一

六
三
五
）
の
諸
大
名
の
参
勤
交
代
の
制
度
化
な

ど
で
全
国
的
な
交
通
網
へ
発
展
し
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

中
山
道
に
つ
い
て
は
慶
長
七
年
二
月
、
美
濃

国
（
岐
阜
県
）
御
嵩
宿
へ
出
さ
れ
た
「
伝
馬
朱

印
状
」
が
最
も
古
い
と
い
わ
れ
、
上
州
で
は
同

開
館
記
念
日

記
念
講
演
会

年
六
月
、
家
康
の
奉
行
衆
ら
が
高
崎
宿
・
倉
賀

野
宿
に
あ
て
た
「
伝
馬
定
書
」
や
「
伝
馬
荷
物

駄
賃
定
」
の
写
（
『
新
編
高
崎
市
史
』
資
料
編

６
所
収
）
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
山

道
の
宿
駅
・
伝
馬
制
は
慶
長
七
年
か
ら
始
ま
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
た
だ
、
上
州
七
宿
の
う
ち

新
町
宿
は
承
応
年
間
に
誕
生
し
た
宿
場
で
、
こ

れ
以
前
は
本
庄
宿
か
ら
玉
村
経
由
で
倉
賀
野
宿

へ
の
道
筋
が
本
道
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
中
山
道
の
呼
称
に
つ
い
て
は
「
中
仙
道
」

の
文
字
が
混
同
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
四
月
の
触

書
で
は
「
東
山
道
の
内
の
中
筋
の
道
に
候
故
に
、

古
来
よ
り
中
山
道
と
申
す
事
に
候
」
と
あ
り
、

読
み
は
「
山
の
字
を
セ
ン
と
よ
み
申
し
候
」（
『
御

触
書
寛
保
集
成
』
所
収
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

以
後
は
「
中
山
道
」
に
統
一
さ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

主
要
な
街
道
の
宿
場
で
は
、
幕
府
公
用
の
旅

行
者
や
荷
物
を
人
馬
で
次
の
宿
場
ま
で
継
ぎ
送

講演会の様子

る
伝
馬
役
を
負
担
す
る
こ
と
と
、
旅
行
者
が
旅

の
途
中
で
休
息
ま
た
は
宿
泊
で
き
る
施
設
を
提

供
す
る
こ
と
が
主
な
役
割
で
し
た
。
こ
の
た
め

宿
場
で
は
継
ぎ
立
て
人
馬
等
を
手
配
す
る
問
屋

場
、
宿
場
を
管
理
す
る
宿
役
人
（
問
屋
、
年
寄
、

帳
付
、
馬
指
な
ど
）
が
任
命
さ
れ
、
ま
た
旅
人

の
休
泊
施
設
と
し
て
本
陣
・
脇
本
陣
・
旅
籠
屋

な
ど
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
宿
場

全
体
の
構
造
や
機
能
を
知
る
に
は
天
保
一
四
年

（
一
八
四
三
）
に
道
中
奉
行
所
が
作
成
し
た
「
宿

村
大
概
帳
」
（
『
近
世
交
通
史
料
集
』
所
収
）
と

い
う
史
料
が
あ
り
、
五
街
道
や
主
要
な
脇
往
還

の
各
宿
場
や
沿
道
の
様
子
を
く
わ
し
く
記
し
て

い
ま
す
。

一
方
、
中
山
道
を
往
来
す
る
旅
人
の
た
め
に

文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）
に
「
諸
国
道
中
商

人
鑑
」
（
み
や
ま
文
庫
刊
）
と
い
う
道
中
案
内

書
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
各
宿
場
の

本
陣
・
商
人
宿
の
ほ
か
茶
屋
・
薬
屋
・
呉
服
屋

・
荒
物
屋
な
ど
、
実
に
多
様
な
商
店
も
紹
介
さ

れ
て
お
り
、
な
か
に
は
上
州
の
特
産
品
で
あ
る

葉
煙
草
の
刻
み
問
屋
（
高
崎
新
町
の
鯨
屋
藤
吉
）

や
麻
問
屋
（
安
中
宿
藤
田
屋
円
次
郎
）
、
さ
ら

に
上
州
名
物
の
鰻
蒲
焼
き
を
出
す
料
理
屋
（
倉

賀
野
宿
戸
塚
屋
伝
兵
衛
ほ
か
）
、
碓
氷
峠
の
力

餅
を
売
る
茶
屋
（
大
和
屋
小
右
衛
門
ほ
か
）
な

ど
の
店
も
散
見
で
き
ま
す
。

東
海
道
の
裏
街
道
で
あ
る
中
山
道
は
木
曽
の

山
中
を
通
り
、
し
か
も
大
河
川
が
少
な
い
こ
と

か
ら
比
較
的
安
全
な
道
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
北
陸
や
信
州
の
諸
大
名
（
金
沢
藩
前

田
家
、
高
田
藩
榊
原
家
、
松
本
藩
戸
田
家
な
ど
）

が
参
勤
交
代
で
往
来
し
、
文
政
四
年
（
一
八
二

一
）
の
「
五
街
道
取
締
書
物
類
寄
」
（
『
近
世
交

通
史
料
集
』
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
碓
氷
峠
を
越

え
て
中
山
道
を
往
来
す
る
大
名
は
当
時
三
〇
家

ほ
ど
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
正
保

四
年
（
一
六
四
七
）
以
降
に
は
、
日
光
東
照
宮

の
四
月
の
例
祭
に
京
都
の
朝
廷
か
ら
毎
年
例
幣

使
の
一
行
が
派
遣
さ
れ
、
そ
の
往
路
と
し
て
も

利
用
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
朝
廷
か
ら
江
戸
の
将
軍
家
へ
は
た
び

た
び
姫
宮
が
輿
入
れ
し
、
享
保
一
六
年
（
一
七

三
一
）
の
比
宮
（
九
代
将
軍
家
重
）
の
通
行
を

は
じ
め
、
五
十
宮
（
一
〇
代
家
治
）
、
楽
宮
（
一

二
代
家
慶
）
、
有
君
（
一
三
代
家
定
）
、
寿
明
君

（
同
上
、
継
室
）
、
そ
し
て
文
久
元
年
（
一
八

六
一
）
一
〇
月
に
は
、
孝
明
天
皇
の
妹
和
宮
が

一
四
代
将
軍
家
茂
に
嫁
ぐ
た
め
中
山
道
を
下
向

し
、
上
州
で
は
一
一
月
九
日
と
一
〇
日
に
坂
本

・
板
鼻
の
両
宿
で
宿
泊
し
ま
し
た
が
、
こ
の
時
、

宿
場
周
辺
の
村
々
で
は
通
行
す
る
人
々
の
警
備

や
荷
物
を
運
ぶ
た
め
に
多
く
の
人
馬
が
助
郷
と

し
て
か
り
出
さ
れ
た
こ
と
が
『
安
中
市
史
』
や

『
新
編
高
崎
市
史
』
等
の
自
治
体
史
誌
か
ら
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

道
中
奉
行
が
管
理
す
る
中
山
道
は
、
主
に
幕

府
や
大
名
な
ど
の
公
用
の
道
と
し
て
利
用
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
佐
渡
国
で
産
出
し

た
金
銀
の
御
用
荷
物
や
信
州
諸
大
名
の
年
貢
米
、

一
般
の
商
人
荷
物
等
を
運
ぶ
物
流
の
道
と
し
て

も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
入

鉄
砲
に
出
女
」
の
取
締
り
で
知
ら
れ
る
碓
氷
関

所
の
通
行
手
形
か
ら
は
、
商
人
・
職
人
の
ほ
か
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に
湯
治
や
社
寺
参
詣
に
出
か
け
る
庶
民
の
旅
も

盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
（
『
松
井

田
町
誌
』
所
収
）
。

最
後
に
、
当
館
で
は
戦
国
か
ら
江
戸
時
代
に

か
け
て
の
古
文
書
・
記
録
類
を
は
じ
め
、
『
群

馬
県
史
』
編
さ
ん
事
業
で
収
集
し
た
古
文
書
等

の
複
製
資
料
を
収
蔵
し
、
県
内
市
町
村
の
自
治

体
史
等
も
い
っ
し
ょ
に
閲
覧
公
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
中
に
は
中
山
道
の
交
通
資
料
な
ど
も
多
数

含
ま
れ
て
お
り
、
文
書
館
は
ま
さ
に
地
域
の
歴

史
資
料
の
宝
庫
で
す
。
県
民
の
皆
様
に
は
是
非

こ
れ
を
手
に
と
っ
て
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

平
成
二
五
年
度
に
当
館
で
は
県
の
歴
史
資
料

・
文
化
財
・
郷
土
資
料
等
の
保
存
活
用
を
業
務

と
す
る
県
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
歴
史
資
料

等
に
関
す
る
情
報
交
換
、
専
門
職
員
（
学
芸
員

・
司
書
・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
）
相
互
の
交
流
を
行

い
ま
し
た
。

「
Ｍ
Ｌ
Ａ
」
と
は
歴
史
資
料
等
保
存
機
関
の

博
物
館
（
Ｍ
ｕ
ｓ
ｅ
ｕ
ｍ
）
、
図
書
館
（
Ｌ
ｉ

ｂ
ｒ
ａ
ｒ
ｙ
）
、
文
書
館
（
Ａ
ｒ
ｃ
ｈ
ｉ
ｖ
ｅ

ｓ
）
の
頭
文
字
を
取
っ
た
も
の
で
す
。

平
成
二
五
年
七
月
三
一
日
（
水
）
に
文
書
館

職
員
六
名
が
県
立
図
書
館
を
訪
問
し
、
同
館
職

員
か
ら
事
業
等
の
説
明
を
受
け
、
同
館
内
を
見

学
し
ま
し
た
。
同
年
八
月
二
九
日
（
木
）
に
は

県
立
図
書
館
の
職
員
八
名
の
訪
問
を
受
け
、
当

館
職
員
か
ら
事
業
等
の
説
明
を
行
い
、
当
館
内

を
案
内
し
ま
し
た
。

Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
に
つ
い
て

図
書
館
、
文
書
館
職
員
が
相
互
に
普
段
は
入

る
こ
と
が
で
き
な
い
書
庫
等
を
見
学
し
合
う
な

ど
、
文
書
、
図
書
等
を
収
蔵
す
る
両
館
に
と
っ

て
有
意
義
な
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
五
年
一
〇
月
三
一
日
（
木
）
に
は
県

文
化
財
保
護
課
文
化
財
活
用
係
長
の
南
雲
芳
昭

氏
を
講
師
に
招
き
、
当
館
研
修
室
に
お
い
て
「
文

化
財
保
護
制
度
の
変
遷
と
文
化
財
」
を
テ
ー
マ

に
文
化
財
保
護
法
等
の
文
化
財
関
係
の
法
令
に

関
し
て
館
内
職
員
の
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
館
で
は
国
指
定
重
要
文
化
財
に
登
録
さ
れ

た
「
群
馬
県
行
政
文
書
」
等
の
文
化
財
を
収
蔵

し
て
お
り
、
研
修
に
お
い
て
文
化
財
の
体
系
や

明
治
期
以
降
の
法
令
の
変
遷
等
を
学
び
、
職
員

の
基
礎
的
知
識
の
習
得
に
役
立
て
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

平
成
二
六
年
一
月
三
一
日
（
金
）
に
は
当
館

職
員
八
名
が
歴
史
博
物
館
を
訪
問
し
、
同
館
次

長
の
小
野
瀬
和
男
氏
か
ら
業
務
、
事
業
等
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

施
設
設
備
の
状
況
、
危
機
管
理
、
教
育
普
及

活
動
な
ど
当
館
と
共
通
し
た
事
業
・
課
題
も
多

く
、
職
員
か
ら
活
発
な
質
疑
等
が
行
わ
れ
る
な

ど
、
今
後
の
当
館
の
業
務
に
大
い
に
参
考
と
な

る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
六
年
度
に
つ
い
て
は
、
各
機
関
と
の

情
報
交
換
、
専
門
職
員
相
互
の
交
流
を
さ
ら
に

促
進
す
る
た
め
、
歴
史
博
物
館
、
図
書
館
、
県

文
化
財
保
護
課
、
文
書
館
の
職
員
が
一
堂
に
会

し
て
、
当
館
に
お
い
て
連
絡
会
議
を
開
催
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

連
絡
会
議
で
は
、
各
機
関
の
活
動
方
針
、
年

間
行
事
等
の
情
報
交
換
、
課
題
の
共
有
、
施
設

見
学
、
専
門
職
員
相
互
の
交
流
等
を
行
う
予
定

で
す
。

将
来
的
に
は
こ
の
活
動
を
県
内
市
町
村
や
関

係
機
関
・
団
体
等
と
の
連
携
、
災
害
等
緊
急
時

の
協
力
態
勢
の
整
備
等
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
「
群
馬
県
庁
文
書
」

（
マ
イ
ク
ロ
複
製
資
料
）
の
一
部
を
公
開
し
ま

し
た
。

●
「
群
馬
県
庁
文
書
」
の
伝
来

本
文
書
は
、
昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
）
と

昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）
に
、
古
書
店
を
通

じ
て
当
時
の
文
部
省
史
料
館
（
現
国
文
学
研
究

資
料
館
）
の
所
蔵
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
両
年

度
合
わ
せ
て
五
七
七
冊
七
通
六
九
綴
二
五
枚
一

四
鋪
（
『
史
料
館
所
蔵
目
録
』
第
十
七
集
よ
り
）

の
本
文
書
は
、
何
れ
も
群
馬
県
庁
で
作
成
・
保

存
さ
れ
て
い
た
も
の
が
何
ら
か
の
理
由
で
古
書

店
に
出
た
と
考
え
ら
れ
、
国
指
定
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
当
館
所
蔵
「
群
馬
県
行
政

文
書
」
と
本
来
は
一
体
の
も
の
で
す
。

当
館
で
は
、
平
成
二
〇
年
度
か
ら
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
複
製
化
を
開
始
し
、
平
成
二

四
年
度
ま
で
、
二
二
八
点
・
五
六
リ
ー
ル
を
撮

影
し
ま
し
た
。
複
製
化
は
今
後
も
継
続
し
て
実

施
す
る
計
画
で
す
が
、
今
回
、
第
一
次
と
し
て

二
二
一
点
（
製
本
簿
冊
数
七
〇
冊
）
を
二
月
一

日
か
ら
公
開
し
ま
し
た
。

●
「
群
馬
県
庁
文
書
」
の
特
色

国
文
研
所
蔵
資
料
の
公
開

本
文
書
の
特
色
は
、
御
指
令
本
書
が
比
較
的

よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
今
回
公
開

し
た
複
製
資
料
に
は
、
御
指
令
本
書
一
五
四
点

の
ほ
か
、
旧
藩
・
旧
岩
鼻
県
引
継
文
書
、
鉄
道

関
係
資
料
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

●
御
指
令
本
書
の
資
料
的
価
値

行
政
全
般
に
わ
た
っ
て
官
省
の
指
令
・
許
可

や
承
認
を
求
め
る
た
め
、
県
か
ら
官
省
へ
伺
文

書
を
二
通
提
出
し
ま
し
た
。
一
通
は
官
省
に
保

管
、
一
通
は
指
令
を
付
し
て
県
に
戻
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
指
令
の
原
本
を
編
纂
し
た
も
の
が
御

指
令
本
書
で
す
（
一
部
写
し
の
文
書
も
あ
り
ま

す
）
。

『
群
馬
県
史
』
資
料
編

（
近
代
現
代
１
御

17

指
令
本
書
）
で
は
、
御
指
令
本
書
の
持
つ
資
料

的
価
値
に
つ
い
て
「
第
一
に
群
馬
県
に
お
け
る

近
世
の
政
治
体
制
が
、
幕
府
崩
壊
期
に
ど
ん
な

状
態
に
な
っ
た
か
、
ま
た
第
二
に
は
大
政
奉
還

後
新
政
府
の
支
配
下
に
入
っ
た
私
料
（
大
名
領
）

が
、
明
治
四
年
の
廃
藩
置
県
ま
で
の
間
旧
領
を

ど
う
治
め
て
い
た
か
、
第
三
に
藩
県
時
代
を
一

挙
に
中
央
政
府
支
配
下
に
お
い
て
か
ら
ど
う
こ

れ
を
近
代
的
な
行
政
に
切
換
え
て
い
っ
た
か
な

ど
の
問
題
を
解
明
す
る
手
が
か
り
を
与
え
て
い

る
事
に
あ
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

御
指
令
本
書
の
具
体
例
を
あ
げ
な
が
ら
詳
し
く

解
説
し
て
い
ま
す
。

●
「
群
馬
県
庁
文
書
」
の
検
索
方
法

・
当
館
閲
覧
室
備
え
付
け
の
仮
目
録

・
『
史
料
館
所
蔵
目
録
』
第
十
七
集

（
昭
和
四
六
年
発
行
、
文
部
省
史
料
館
）

・
国
文
学
研
究
資
料
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
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（
平
成
二
五
年
四
月
以
降
）

◎
高
崎
市
岩
鼻
町
・
近
藤
清
廉
家
文
書

同
家
に
伝
来
し
た
幕
末
期
か
ら
昭
和
戦
前
期

に
い
た
る
文
書
二
七
三
点
。
中
で
も
岩
鼻
監
獄

の
典
獄
で
あ
っ
た
近
藤
清
氏
の
日
記
（
明
治
八

年
～
一
九
年
「
岩
鼻
監
獄
日
記
」
）
や
群
馬
県

初
代
県
令
楫
取
素
彦
と
の
書
簡
約
四
○
点
な
ど

の
貴
重
な
史
料
を
含
む
。
そ
の
他
、
近
藤
家
の

家
政
史
料
な
ど
を
多
く
含
む
。

（
寄
託
）

◎
高
崎
市
新
町
・
茂
木
愛
子
家
文
書

武
蔵
国
毘
沙
吐
村
に
属
し
た
同
家
に
伝
来
し

た
近
世
村
方
文
書
や
近
代
文
書
お
よ
そ
六
○
○

点
。
毘
沙
吐
村
は
寛
保
二
年
と
弘
化
三
年
の
大

洪
水
で
全
村
が
流
失
し
、
新
町
宿
の
河
川
敷
に

移
転
し
た
。
河
川
を
挟
ん
で
上
野
と
武
蔵
が
接

す
る
地
域
で
あ
っ
た
の
で
国
境
争
論
に
関
す
る

絵
図
な
ど
の
貴
重
な
史
料
を
含
む
。

（
寄
託
）

◎
埼
玉
県
越
谷
市
・
狩
野
一
郎
家
文
書

同
家
に
伝
来
し
た
天
明
三
年
浅
間
焼
け
の
被

害
絵
図
一
点
。
浅
間
山
大
噴
火
に
よ
る
降
灰
と

吾
妻
川
、
利
根
川
流
域
の
泥
流
被
害
が
上
野
国

を
中
心
に
彩
色
で
描
か
れ
て
い
る
貴
重
な
史
料

で
あ
る
。

（
寄
託
）

◎
伊
勢
崎
市
太
田
町
・
井
上
定
幸
氏
収
集
文
書

井
上
定
幸
氏
が
収
集
し
た
佐
位
郡
堀
下
村
、

那
波
郡
上
之
宮
村
、
同
宮
古
村
、
同
上
今
村
、

勢
多
郡
鼻
毛
石
村
な
ど
群
馬
県
内
各
地
域
の
近

世
か
ら
近
代
の
史
料
八
六
一
点
。

（
寄
贈
）

◎
藤
岡
市
藤
岡
・
松
田
実
家
文
書

新
た
に
収
集
し
た

古

文

書

『
上
毛
野
国
風
土
記
』
『
上
野
名
跡
志
』
『
多

野
郡
誌
』
、
吾
妻
郡
峯
須
川
村
御
検
地
水
帳
な

ど
の
原
文
書
や
刊
本
類
は
松
田
鏆
の
収
集
に
よ

る
。
そ
の
他
に
戦
前
期
の
絵
は
が
き
類
お
よ
そ

五
○
○
点
。
絵
は
が
き
に
は
朝
鮮
や
台
湾
な
ど

の
も
の
も
多
く
含
ま
れ
る
。

（
追
加
寄
贈
）

◎
勢
多
郡
赤
城
村
津
久
田
・
角
田
修
家
文
書

近
世
津
久
田
村
文
書
の
ほ
か
、
近
現
代
の
角

田
家
に
関
す
る
文
書
群
。
特
に
角
田
柳
作
が
兄

保
太
郎
に
宛
て
た
書
簡
や
葉
書
、
柳
作
の
写
真

な
ど
角
田
柳
作
研
究
に
と
っ
て
非
常
に
貴
重
な

文
書
群
で
あ
る
。
一
三
八
三
点
（
Ｐ
○
一
○
三
）

◎
群
馬
県
・
所
澤
潤
氏
収
集
文
書

明
治
期
の
地
方
行
政
文
書
（
願
書
・
届
書
な

ど
）
の
雛
形
を
書
き
写
し
た
も
の
一
点
。
近
代

初
頭
の
地
方
行
政
の
一
端
を
知
る
こ
と
の
で
き

る
貴
重
な
文
書
で
あ
る
。

一
点
（
Ｐ
○
一
一
○
六
）

◎
邑
楽
郡
大
泉
町

明
治
九
年
古
氷
村
切
絵
図

邑
楽
郡
古
氷
村
切
絵
図
。
字
毎
に
地
目
・
番

地
を
記
載
し
て
い
る
。
明
治
初
年
の
古
氷
村
の

土
地
の
所
有
状
況
な
ど
が
細
部
に
わ
た
っ
て
確

認
で
き
る
貴
重
な
文
書
で
あ
る
。

一
点
（
Ｐ
○
一
二
○
一
）

◎
前
橋
市
関
根
町
・
萩
原
久
夫
家
文
書

江
戸
期
か
ら
明
治
期
の
和
算
書
、
教
科
書
類

な
ど
萩
原
家
に
伝
来
し
た
文
書
で
あ
る
。
近
世

か
ら
近
代
に
か
け
て
の
和
算
の
歴
史
研
究
に
と

新
た
に
閲
覧
で
き
る

古

文

書

っ
て
貴
重
な
文
書
で
あ
る
。

一
二
点
（
Ｐ
一
二
○
二
）

◎
前
橋
市
関
根
町
・
同
市
関
根
町
自
治
会
文
書

江
戸
期
か
ら
明
治
・
大
正
・
昭
和
に
い
た
る

関
根
地
域
の
文
書
群
で
あ
る
。
江
戸
期
の
も
の

は
二
〇
点
ほ
ど
で
、
大
部
分
は
近
代
の
文
書
で

あ
る
。
関
根
地
域
の
歴
史
を
示
す
貴
重
な
文
書

群
で
あ
る
。

一
四
三
七
点
（
Ｐ
八
九
○
八
）

開

催

日

一
月
二
五
日
、
二
月
一
日
（
土
）

開
催
時
間

午
後
一
時
三
〇
分
～
三
時
三
〇
分

場

所

文
書
館
研
修
室

当
館
が
所
蔵
す
る
様
々
な
歴
史
資
料
の
な
か

か
ら
、
特
徴
的
な
史
料
や
興
味
深
い
史
料
を
選

ん
で
講
師
が
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

初
回
は
、
筑
波
大
学
名
誉
教
授
の
山
本
隆
志

氏
が
『
上
野
国
大
名
勢
力
の
発
給
文
書
』
と
題

し
、
群
馬
県
史
に
収
録
さ
れ
た
史
料
等
の
な
か

か
ら
、
戦
国
大
名
や
有
力
領
主
（
国
衆
）
か
ら

宗
教
関
係
者
に
宛
て
て
発
給
さ
れ
た
文
書
に
つ

い
て
解
説
し
、
当
該
期
政
治
権
力
の
特
徴
を
考

え
ま
し
た
。

第
二
回
は
、
群
馬
県
立
女
子
大
学
准
教
授
の

新
井
小
夜
子
氏
が
「
群
馬
県
の
方
言
研
究
に
お

け
る
明
治
期
『
郷
土
誌
』
の
位
置
づ
け
」
と
題

し
、
明
治
四
三
年
に
県
内
の
各
市
町
村
で
編
纂

さ
れ
た
郷
土
誌
の
な
か
か
ら
、
「
方
言
」
か
ら

み
た
群
馬
の
姿
を
学
び
ま
し
た
。

延
べ
九
〇
人
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
様
々
な

史
料
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

閲
覧
利
用
の
一
助
と
な
り
文
書
館
の
普
及
促
進

『
ぐ
ん
ま
史
料
講
座
』

開
催
報
告

に
つ
な
が
り
、
更
に
は
歴
史
資
料
を
保
存
し
て

い
く
意
義
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
継
続
し
て
文
書
館
の
収
蔵
資
料
を
紹

介
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

外
壁
タ
イ
ル
が
剥
落
し
た
た
め
、
平
成
二
五

年
八
月
～
十
二
月
に
文
書
館
の
外
壁
改
修
工
事

を
行
い
、
安
全
性
を
確
保
し
ま
し
た
。

ま
た
、
展
示
室
に
人
感
セ
ン
サ
ー
を
取
り
付

け
、
省
エ
ネ
改
修
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

は
じ
め
て
古
文
書
を
読
ま
れ
る
方
を
対
象
に
、

例
年
開
催
し
て
い
る
『
古
文
書
入
門
講
座
』
を
、

平
成
二
六
年
六
月
七
日
～
七
月
五
日
の
土
曜
日

実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
チ
ラ
シ
や
文
書
館

の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

発
行
／
群
馬
県
立
文
書
館

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
a
r
c
h
i
v
e
s
.
P
r
e
f
.
g
u
n
m
a
.
j
p

題
字
／
岡
庭
征
人
書

「
文
書
館
改
修
工
事
」
報

告

外壁改修後の文書館

「
古
文
書
入
門
講
座
」
開
催
通
知




